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授業科目名・形態 公衆衛生看護活動論Ⅱ 講義 必修・選択の別 選択 単位数 ２ 

担当者氏名 下園 美保子 実務経験の有無 有 開講期 ３年前期 

【授業の主題】 
  成人及び高齢者保健分野における保健医療福祉の動向、現状と施策の変遷から健康課題を特定し、健康
課題に沿った支援の在り方を学ぶ。また演習を通じて両保健分野における公衆衛生看護展開の視点と技術
を学ぶ。上記の学びを通じて保健師の役割を学修する。 

【到達目標】 
１．現在の成人保健及び高齢者保健分野の健康課題と支援の課題が説明できる。  
２．成人保健分野及び高齢者保健分野間の生活習慣の連続性と、各分野の予防活動が説明できる。 
３．社会的環境と健康との関連及び健康の社会的決定要因について説明できる。 
４．地域包括支援システムを構築する公衆衛生看護活動のポイントが説明できる。 
５．成人保健及び高齢者保健分野における公衆衛生看護が展開できる。 
６．成人保健及び高齢者保健分野における保健師の役割が説明できる。 

【授業計画・内容】 
第１回 【成人期】成人期の発達課題と生活習慣病の現状 
第２回 【成人期】生活習慣病対策の概要（健康日本 21第三次、各種健（検）診の関係） 
第３回 【成人期】特定健康診査・特定保健指導 
第４回 【成人期】生活習慣病を予防するための個別のアセスメント方法 
第５回 【成人期】データヘルスと地域のサポートシステム・社会資源（グループ支援） 
第６回 【高齢期】高齢者保健福祉の動向と対策の現状、保険事業と介護予防の一体的実施 
第７回 【高齢期】社会構造と健康・疾病との関係、健康の社会的決定要因（健康格差） 
第８回 【高齢期】地域包括ケアシステム 介護保険法の概要と変遷、地域包括ケアシステムの概念 
第９回 【高齢期】地域包括ケアシステム 社会的背景、地域包括支援センター 
第 10回  【高齢期】フレイル、社会的孤立の実態と住民主体のフレイル予防 
第 11回 演習 事例展開 事例紹介、情報整理 （生活習慣病事例と高齢者事例） 
第 12回 演習 事例展開 情報整理、アセスメント 
第 13回 演習 事例展開 アセスメント、看護計画 
第 14回 演習 事例展開 発表 
第 15回 まとめ 

【授業実施方法】 

講義、演習 

【授業準備】 
  2 年生までの関連する科目（成人看護学及び老年看護学）で学んだことを復習し、教科書を読んで講義  
に臨む。予習では教科書に出てくる用語の意味を調べておく。 

【主な関連する科目】「成人看護学」「老年看護学」「統計学」「公衆衛生学」「保健医療福祉行政論」  
  「公衆衛生看護学総論」の科目および実習 

【教科書等】 公衆衛生看護学テキスト③ 公衆衛生看護活動Ⅰ 第 2版．医歯薬出版株式会社 

       国民衛生の動向 2023/2024．厚生労働統計協会 

【参考文献】 
  標準保健師講座③ 対象別公衆衛生看護活動．医学書院   
  近藤克則著．健康格差社会‐何が心と健康を蝕むのか‐．医学書院 

近藤克則編．検証「健康格差社会」．医学書院 
  近藤尚己著．健康格差対策の進め方‐効果をもたらす 5つの視点‐．医学書院 

【成績評価方法】 

筆記試験 80％、課題提出 10％、授業態度等 10％ 

【実務経験及び実務を活かした授業内容】 

     行政保健師としての成人期・高齢期の方々への健康支援、職域での健康支援に携わった経験を活かします。 

【学生へのメッセージ】 
成人期の早世と高齢化率の上昇に伴う社会情勢に関心を持ち、成人期のサバイバー支援や高齢者の自立

支援を促すためには個人・家庭・地域のエンパワーメントが重要であること、そしてそれらの向上を目指
した保健活動や活動を支える法律・制度についての理解を深めてください。また、成人期の生活習慣が高
齢期の生活に影響を及ぼす連続性を理解し、生涯住みなれた地域で生活していくための地域包括ケアシス
テム構築に奔走する保健師の姿を思い描きながら授業に臨んでください。 


